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Music held an important role in 出e 1 878 Paris Exposition Universelle . The Salle du 

Trocadero, built for也is Exosition and equipped with a Cavaille -Coll organ, was a vast hall 

seating some 5,000. It was 白e official exhibition space for music performance, Auditions 

musicales, at白e Exposition. 

This paper discusses the official musical events也rough documents that the author discovered 

at the Archives Nationales de France. Ernest L’Epine’s 1 854 proposal for creating Periodic 

Concerts of new French compositions was finally almost realized, as the o伍cial concerts of 

orches回and chamber music comprised only French composers : there were even some 

premieres. Al也ough these musical events, except for organ recitals, were not fully successful, 

the effort of inventing a French canon of mas旬rpieces continued through the succeeding Paris 

Universal Expositions. 

0. はじめに

1 9 世紀後半 に 1 855年、 67年、 78年、 89年、 1 900年 と ほ ぼ等間隔で開催され た パ リ 万博は芸術博覧会
で も あ っ た。 音楽が展示され る べ き 芸術の一分野 と し て認知され、 そ の た め の 予算 を 初 め て獲得 し た
の は 1 867年の第 2 回パ リ 万博か ら で あ る が、 音楽はそれ以降 の パ リ 万博 に お い て確固 と し た位置 を 得
て、 こ の分野では異例 の 巨額 の 予算が投入され る こ と に な っ た。 今 回 の 論文ではパ リ の 国 立古文書館
で行っ た 資料調査 に も と づ き 、 25万 フ ラ ン が投入された 1 878年万博の「音楽展」 に 焦点 を 当 て る i。
特 に 注 目 す る の は、 「音楽展」 の構想、が具体化す る ま で の 経過 と 、 そ のイベ ン ト の中心 と な っ た公式
コ ンサー ト の 内 容で あ る 。

第二帝政下、 1 867年 に 聞 かれた第 2 回パ リ 万博は会期 を 3 日 間延長 し て 1 1 月 3 日 に 閉幕 し た。 入場
者数は過去最高 の 880万人 を 記録 し 、 収支面で も 大幅な黒字 と な っ た。 ナポ レ オ ン 3 世 は 万 博 開 催 国
の威信 と 力 を 内外 に 示 し た こ と に非常に満足 し 、 ただち に次の万博の 開 催 を 1 878年 に 予定 し た。 と こ
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ろ が、 繁栄を誇っ た第二帝政は、 1870年普仏戦争の敗北 に よ っ て崩壊 し 、 第三共和制 の 時代が始 ま る 。
フ ラ ン ス は、 敗戦、 ドイツ軍 に よ る 占領、 ア ルザス ・ ロ レーヌの一部領土の割譲、 50億 フ ラ ン の賠償
金、 内 乱 （パ リ ・ コ ミ ュ ー ン） な ど の打撃 を続け ざ ま に受け、 し か も 政局は非常に不安定だ っ た。

し か し そ の よ う な状況下で、 共和国政府は76年 4 月 の政令 decret で、 次 の 万 博 を 予定 ど お り 2 年
後 に 聞 く こ と を 決定 し 、 同 年 8 月 に は万博組織委員長 に ジ ャ ン ・ パテイ ス ト ・ ク ラ ン ツ Jean-Baptiste
Krantz (1817 - 1899） を任命 し た。 ク ラ ン ツ は エ コ ール ・ ポ リ テ ク ニ ッ ク と ポ ン ・ エ ・ シ ョ セ で学ん
だ高名 な技師で、 グ ラ ン ＝ セ ン ト ラ ル線建設な ど を指揮 し、 1867年万博では、 パ レ の建 設 に 当 た っ た。
政治家 と し ては、 1872年、 セ ーヌ県選 出 の 国 民議会の補欠選挙で初 当 選 し 、 中道左派 に属 し 、 1873年
上院議員 （終身） に選 出された人物だっ た。

万博開催が決定された1876年 と い え ば、 フ ラ ン ス は 占領 ド イツ 軍が撤退 し てわずか 2 年、 パ リ ・ コ
ミ ュ ー ン参加者 に対する裁判が終わ っ て 4 年 し かた っ て い なか っ た。 街 に は チ ュ イル リ 一宮殿 を は じ
め、 コ ミ ュ ー ン の 際 に焼 き 討 ち にされた建物が廃嘘の ま ま の姿 をさ ら し て い た。 し か も 、 万博開催が
決定されてか ら も 、 1877年、 王党派の大統領マ ク ＝ マ オ ン元帥が共和派の総理大 臣 を解任 し た こ と か
ら 、 王党派 と 共和派 と の あ い だで確執が激化 し 、 一時は再び革命か と 危 ぶ ま れ る ほ ど 政治的混乱が起
こ り 、 万博準備 に も 遅れが出た。 し か し 、 フ ラ ン ス は突貫工事で会場 を完成させ、 万博の 開会式 に 間
に合わせた。

万博会場に は1867年万博 と 同 じ シ ャ ン ・ ド ・ マルス の ほか、 対岸の シ ャイヨ の丘 も 充て ら れた。 シ ャ
ン ・ ド ・ マ ルス に は メ イ ン会場 と な る パ レが建設された。 こ れは、 建築家 ア ル デ ィ が設計 し た鉄 と ガ
ラ ス の 巨 大 な長方形の建物で、 横350 メ ー ト ル、 縦706 メ ー ト ル、 総面積は247,100平方 メ ー ト ル だ っ
た。 セ ーヌ川岸か ら 見て右側は フ ラ ンス 圏 内 の展示、 左側は諸外国 の 展示 に 当 て ら れ、 両端 に機械館
が置かれ て い た。 今回は周 囲 に 多数のパ ビ リ オ ンが建 ち 並ぶ と い う 風景は見 ら れな か っ たが、 建物の
壁面はそれぞれの 国 の ス タ イルで飾 ら れて い た。

一方、 シ ャ イ ヨ の丘 に は新た に ト ロ カ デ ロ 宮が建設された。 こ の建物は「ア ラ ブ風 と も ア ッ シ リ ア
風 と も ビザ ン チ ン風 と も 形容 し かね る 異様な建物」 と 評され、 「中央 に 迫 り 出 し た 円 形 の ホ ー ル と そ
の 両側 に 突 き 出 し た ミ ナ レ （ア ラ ブ風尖塔） J が特徴的だっ た九 こ の 尖塔 に はさ ま れ た祝典ホールの
両翼左右 に は、 半 円 形 の プ ラ ン を な し て美術展示場が大 き く 広が り 、 正面か ら 見て右側の翼廊が ヨ ー
ロ ッ パ 芸術の 回顧展会場、 左側が東洋美術展の会場 に 当 て ら れて い た。

ま た、 ト ロ カ デ ロ 宮 の前の斜面 に は、 ヨ ー ロ ッ パ の植民地のパ ビ リ オ ン が並び、 敷地 の半分は フ ラ
ン ス の植民地 に、 残 り 半分は他国 の植民地 に割 り 当て ら れて い た。 万博で こ れほ ど大きな ス ペー ス が
植民地展示の た め に 設 け ら れた の は こ れが初め てだっ た。 今回、 フ ラ ン ス は36 カ 国 を正式 に招待 し 、
35カ 国がそれ に こ た え て参加 し た。 断 っ た の は ド イ ツ だ け だが、 芸術部 門 に は 出 品 し たヘ万博 の 出
品者数は約 5 万人、 う ち 2 万 3 千人が フ ラ ンス人で、 あ と の 2 万7千人が外国人。 外 国 の な か で はイ
ギ リ ス と そ の植民地が も っ と も 大規模な展示で 2 万 3 千平方 メ ー ト ル の 面積 を 占 有 し て い た。 ち な み
に、 日 本は外国勢 の な か で は13番 目 で、 中国 に次ぎ、 2,408平方 メ ー ト ルが割 り 当て ら れた九

1878年 5 月 1 日 午後 2 時、 大統領マ ク ＝マ オ ン元帥は ト ロ カ デ ロ 宮 の テ ラ ス で万博の 開 幕 を宣言 し
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た。 前固ま で の パ リ 万博が「帝 国 の祝祭J だっ た の に 対 し て、 今回 は フ ラ ン ス 共和 国 と な っ て か ら 初
め て の 万博 と い う こ と で 「共和 国 の 祭典」 と 位置づけ ら れた。 万博の正面玄関 に あ た る イエナ橋 の ふ
も と に は、 一時的 に 作 ら れた彫刻家 ク レザ ン ジ ェ の 手 に な る 共和 国 を 象徴する マ リ ア ン ヌ の仮の像が
置かれ、 入場者 を歓迎 し た。 それは座像の共和国像で右手 に 両刃の剣を も ち 、 左手は憲法典の上 に の
せてお り 、 頭 に は兜 と も フ リ ジ ア帽 （ 自 由 の象徴） と も つ か な い丸い帽子 を か ぶ っ て い た。 こ の 万博
は、 フ ラ ン ス が敗戦 と パ リ ・ コ ミ ュ ー ン の混乱か ら 、 共和制 の も と で蘇っ た こ と を 全世界 に 告げる こ
と が 目 的だっ た。

今回の万博で建設された建物の う ち 、 ト ロ カ デ ロ 宮は フ ラ ンス音楽に と っ て非常に重要な意味 を も っ
て い た九 と い う の も 、 ト ロ カ デ ロ 宮 の中心 を なす大ホールは多 く の 民 衆 に 音 楽 を 与 え る 場 と し て構
想され た か ら で あ る 。 建築家 の ダ ヴ ィ ウ ー と エ ン ジニア の ブルデの設計 に よ る こ の 建物 は、 近代テ ク
ノ ロ ジ ー の お かげでわずか 1 7か 月 と い う 短期間 で完成 し た。 総工費は9,906,595 フ ラ ン だ っ た。 万博開
催 の 政令が出され た 1 876年 4 月 、 ただち に ト ロ カ デ ロ 宮建設委員会が発足 し た。 当 初、 委員会が求め
た 建物 は 1 0,000席の 「民衆オ ペ ラ 」 と 展示ギ ャ ラ リ ー を組み合わせ た も の だ っ た。 こ の 計 画 に 沿 っ て
コ ン ペが開催され、 そ の 結果ダ ヴ ィ ウ ー と ブルデ に よ る プ ラ ン が採択された の で あ る 。 彼 ら の プ ラ ン
で は フ ェ ス テ ィ パル ・ ホ ー ル は 5,000席 に削 ら れて い た が、 それで も 、 当 時 の オ ペ ラ 座 （サル ・ ガル
ニエ） が2, 1 00席、 シ ャ ト レ劇場がえ600席で あ っ た こ と を 考 え れ ば、 パ リ 初 の 大 ホ ー ル だ っ た。 ト ロ
カ デ ロ 宮 の ホールは 1 87 1 年 に オ ー プ ン し た ロ ン ド ン の ロ イ ヤ ル ・ ア ルパー ト ・ ホ ー ル よ り も 大 き い の
が 自 慢で、 カ ヴ ァ イエ ＝ コ ル作 の巨大なパイプオルガ ン も 設置された が、 音響面 に重大な欠陥が あ り 、
結局 コ ンサー ト に適 し た ホール と はな ら な か っ た。

1 . 「音楽展」の構想：レピーヌの芸術省大臣宛ての公開書簡

今 回 の 万博で も 「音楽展」 が開催された。 前回の反省を踏 ま え て構想され た 今 回 の 「音楽展」 は万
博組織委員長 ク ラ ン ツ の 賛 同 も 得て、 理 想 を め ざ し た 内 容 と な っ た。 国 立古文書館 に は、 こ の 回 の
「音楽展」 に 関 す る さ ま ざ ま な文書が多数残されてお り 、 「音楽展」 の プ ラ ンニ ン グの経過がわ か る九
こ こ で は、 ど の よ う に し て、 78年万博の 「音楽展」 の構想が固 ま っ て行 っ た か を た ど っ て い こ う 。

まず、 万 博 に 先立つて、 1 874年 6 月 、 エルネス ト ・ レピー ヌ が発表 し た構想 に つ い て触れ る 必要が
あ る 。 こ れ は、 レピーヌが 「ル ・ メ ネス ト レルJ 誌上で芸術省大 臣 に宛て た公開書簡 の 形 で発表 し た
も の でペ論題 は ま た も や「存命芸術家 の音楽作 品 の 定期演奏会」 で あ る 。 レピー ヌ が最初 に こ の構
想 を 発表 し てか ら 、 す で に 20年 の 月 日 が流れて い たへ

レピー ヌ は こ の な か で、 1 867年万博の 「音楽展J が 自 分構想 と は違 っ た 形で実行され、 失敗 し た こ
と を述べ、 改 め て、 なぜ音楽家 に は、 他の造形芸術家 に 対 し て与え ら れ る 特権一一す な わ ち 、 官展の
開催一ーが与え ら れな い の か を 問 う 。

作 曲 家 を 取 り 巻 く 状況が以前 と 比べて少 し変化 し た こ と は レピー ヌ も認 め 次の よ う に 述 べ る 。

こ こ 数年、 い く つ か の 民衆音楽協会 Societe de musi que populaire が創設され、 賞賛すべ き 努 力
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を行な っ て い る 。 に も か か わ ら ず、 彼 ら 〔作曲家た ち 〕 に は舞台 に 出 る 手段がな い。 政府が画 家 に
与 え て い る 資金 に 比べて、 彼 ら に は何が与え ら れて い る と い う の か。 4 、 5 人 の若手作 曲 家 た ち
（……） 、 サ ン ＝サー ン ス 、 ピゼ一、 ド リ ー ブ、 マ ス ネ、 ギ ロ ー な ど の作 品 は、 時折 日 曜 日 に 、 パ ド
ルー氏や ア ル ト マ ン 氏や ダ ン ベ 氏 の コ ンサー ト で演奏され る 。 そ れ に 対 し て、 展覧会 に は2,024人
の芸術家の 3,427点が送 ら れ、 1 ,879点が受け入れ ら れ る 。

そ し て、 次 に 具体案が提示され る 。 そ の 内容はほぼ20年前の案 と 同 じ だが、 い く つ か 異な る 点 も み
ら れ る 。 そ の ひ と つ は、 審査員 の構成で あ る 。 1 854年案では審査員はすべて政府 に よ っ て任命され る
こ と に な っ て い た も の が、 74年案では、 審査員 の半数は政府 に よ っ て、 半数は芸術家 に よ っ て任命さ
れ る こ と に変わ っ て い る 。 審査員 を つ と め る こ と ができ る の は、 1 854年案では、 学士院会員 の作曲家、
主要な作曲教授 と 指揮者で あ る が、 74年案では、 そ こ に政府か ら 助成されて い る 劇場で作品が演奏さ
れた こ と の あ る 作曲家が加わ る 。 こ の審査員 の人選は、 78年万博の審査 に も か か わ っ て く る こ と に な
る 。

参加す る 作 曲家は、 1 作品、 も し く は異な る カ テ ゴ リ ー に 2 作品、 出 品 す る こ と がで き る 、 と い う
の も 前固 ま で と 変 わ っ た点だが、 そ の ほかは、 メ ダルの数や演奏会の数な ど で、 若干の相違が あ る 程
度で あ る 。

レ ピ ーヌが こ こ で、 「民衆音楽協会」 と 呼ん で い る 組織は、 オル フ ェ オ ン 関 係 の も の で は な く 、 コ
ンセール ・ ポ ピ ュ レ ールな ど の オー ケ ス ト ラ 協会の こ と で あ る 。 コ ンセ ー ル ・ ポ ピ ュ レ ー ル は 1 8 6 1 年
ジ ュ ール ・ パ ド ルー がパ リ 音楽院若手演奏家協会 を発展解消す る 形で始め た オ ー ケ ス ト ラ の 定期演奏
会組織で、 広 い会場 を 使 い 、 薄利多売方式 に よ っ て チケ ッ ト の値段 を安 く 抑 え 、 人気 を集めた。 1 873
年 に は ア ル ト マ ン の援助でエ ド ゥ ア ール ・ コ ロ ンヌが新 し い オーケス ト ラ を 設立 し 、 ダ ン ベ も 同様 の
オ ー ケ ス ト ラ の定期演奏会 を 開 い て い た。 普仏戦争後の混乱 の なか で、 それ ま でパ リ の 音楽活動 の中
心 に 位置 し て い た オペ ラ 劇場の活動が鈍 っ たが、 そ の 空 白 に入 り 込んだのが、 オ ー ケ ス ト ラ や室内楽
の コ ンサー ト だっ た。 敗戦後、 ナシ ョ ナ リ ズム が高 ま っ た結果、 こ れ ら の コ ンサー ト 協会では、 フ ラ
ン ス 人 の作曲家の作品 が以前 に比べて は る か に積極的 に取 り 上げ ら れ る よ う に な っ た。 レ ピ ーヌが書
い て い る の は、 そ の あ た り の事情で あ る 。 し か し 、 政府の公的助成 と い う 点か ら 見れ ば、 レ ピ ーヌの
主張 どお り 、 音楽家 に対 し て は ま っ た く 手薄で あ っ た。

当 時、 音楽関係 の 国 家予算はオペ ラ 劇場助成 と 音楽教育で あ り 、 芸術省 の音楽の総予算 は 1 872年 当
時、 芸術関係全体 の 予算 の 1 9パーセ ン ト だっ た九音楽関係 の 予算 の な かで、 第三共和 制下で新設さ
れたのは、 1 879年以降始 ま っ た オ ー ケ ス ト ラ団体に対す る 助成だけ で あ る が、 レ ピ ーヌが問題提起 し
た 1 874年 当 時 に は皆無だ っ た。 （ち な み に 、 国 に よ る 芸術作品 の委嘱や 買 い 上げは美術 に関 し て は多
か っ た が、 音楽作品 に 関 し て は ま っ た く 存在 し て い な か っ た。 作品の委嘱が制度 と し て始 ま る の は、
第三共和 制 の末期 1 938年 の こ と で あ る 。 ） 逆説的だが、 フ ラ ン ス の 作 曲 家 に と っ て コ ン サー ト で ほ と
ん ど発表す る 機会の なか っ た 1 854年 当 時 よ り も 、 あ る 程度発表す る 機会が増 え て き た 1 874年 の方が、
レ ピ ーヌの 「存命芸術家の音楽作品の 定期演奏会J の プ ラ ン は は る か に好意的 に 受 け と め ら れた。
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2. 水面下の動き

1 878年万博の「音楽展」 開催 に 向 けての レピーヌの動 き が ジ ャ ー ナ リ ズム に 現 れ る の は 1 877年 6 月
で あ る 。 こ の と き、 組織委員長の ク ラ ン ツ の も と を作曲家協会の代表団、 レピーヌ、 コ ロ ンヌ、 ド リ ー
ブ、 ブルゴー ＝ デ ュ ク ド レ ー Bourgault-Ducoudray、 ガス テ イ ネ ル Gastine I等が訪れ、 現 代 の 作 曲 家
の作品 を演奏す る 場 を 万博 に 含 め る こ と を 提案 し 、 好意的な返事を も ら っ た と 報 じ ら れて い る ～

そ の 2 ヵ月 後、 1 877年 8 月 3 日 、 「音楽展」 開 催 を 進言す る 公教育 ・ 芸術大 臣 あ て の ク ラ ン ツ の報
告書が発表され、 78年万博「音楽展」 の準備が正式 に ス タ ー卜す る 。 だが、 実際 に は、 1 876年に 万博
の 開催が決定され る と た だち に 、 各方面で、 「音楽展J 開催 に 向 け た運動が始 ま っ て い た。 国 立古文
書館 に はそ の 聞 の 動 き を伝 え る 文書が残されて い る 。

A）「音楽展Jプロジェクト

最 も早 い 例 は、 ク ラ ン ツ に あ て た 1 876年 9 月 8 日 付 の 法学博士 T . ド ・ サ ン ＝ フ エ リ ッ ク ス T .de 
Saint -Felix な る 人物 に よ る 「音楽展J プ ロ ジ ェ ク ト で あ る 。 こ の な か で 、 ド ・ サ ン ＝ フ エ リ ッ ク ス は
こ れ ま で に 自 分が演奏会の企画の経験があ る こ と を 力 説 し 、 オル フ ェ オ ン の コ ン ク ールや フ エ ス テ ィ
ヴ ァ ル、 そ し て演奏会 を 開 く こ と を 自 分 に任せて ほ し い と 依頼 し て い る 。

こ れ に 対 し て、 1 1 月 7 目 、 ク ラ ン ツ か ら 出 し た 断 り 状の草稿が残 っ て い る が、 そ こ で、 ク ラ ン ツ は
次 の よ う に 記 し て い る 。 「音楽の 問題 に つ い て は、 すでに検討 し て い ま す。 （ ..・H・） 博覧会の こ の部分
に 関 し て は、 1 867年 の 経験 を 生か す こ と に 決め ま し た。 （ ...... ） 請負仕事の シ ス テ ム を 参加させ る わ
け に は い き ま せ んJ。 刻

つ ま り 、 ク ラ ン ツ は55年万博時の よ う な請負制度ではな く 、 組織委員会が積極的 に「音楽展J に 関
わ っ て い く と 述べ、 サ ン ＝ フ エ リ ッ ク ス の要請 を き っ ぱ り と 断 っ た わ け で あ る 。

B）ロラン ・ド・リレによる覚書

一方、 1 867年万博の 際 に オル フ ェ オ ン の 部門 を統括 し た ロ ラ ン ・ ド ・ リ レ Laurent de Rille 自 身 も
ま た、 1 876年 1 1 月 の段階で ク ラ ン ツ に対 し て「オル フ ェ オ ン、 金管合奏、 ブ ラ ス パ ン ド 」 に つ い て の

「覚書」 を 提 出 し て い る 。 78年万博で再びア マ チ ュ ア 音楽団体の フ エ ス ティヴ ァ ル と コ ン ク ー ル を 聞
く こ と を 再び提案 し た こ の文書 に は 1 876年 1 1 月 10 日 組織委員会受領の ス タ ン プが あ る へ

67年万 博 の 際 の 資料 を添付 し た こ の「覚書J の な か で、 ロ ラ ン ・ ド ・ リ レ は オル フ エ オ ン の意義 を
以下の よ う に 記す。

音楽芸術 の な か で、 オル フ ェ オ ン は も っ と も 高尚ではな い に し て も 、 少 な く と も 、 も っ と も 有意
義であ る 。 なぜな ら 、 も っ と も豊か な成果があ が る か ら で あ る 。

実際、 オル フ ェ オ ン は こ の 国 の大衆の 聞 に、 悪い習慣の代わ り に 、 高貴で知的な趣味 を 広 め て い
る 。 オル フ ェ オ ン が存在 し て い る と こ ろ では い た る と こ ろ で、 秩序 と労働 を愛す る 心が高 ま っ て い
る 。 オ ル フ エ オ ン は連帯感 を 理解させ る 。
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そ し て、 予算 に つ い て も 言及す る 。

1867年 の 際 に は 25,000 フ ラ ン の 予算が与え ら れたが、 （ … …） そ れ を 超過す る こ と は な か っ た。
付け加えれば、 われわれの 7 回発行され る チ ラ シや賞状は国家の費用 で印刷され、 合唱協会 と の 聞
の郵便料金 は免除されて い る 。

こ の よ う に、 ロ ラ ン ・ ド ・ リ レ は 67年万博の経験 と 、 オル フ ェ オ ン の効用 を 説 き 、 さ ら に、 公的に
認め ら れて い る こ と を 力 説す る 。 ロ ラ ン ・ ド ・ リ レの率 い る ア マ チ ュ ア 音楽団体 の音楽展参加は な か
ば決 ま っ た も 同然だっ た。

C）公教育・芸術省酬とのやりとり

レ ピーヌ も 、 ロ ラ ン ・ ド ・ リ レ と 同 じ よ う に、 万博で の 『現存す る 芸術家の音楽作品 の 演奏会」 の
実現 を め ざ し て各方面 に積極的 に働き か けて い た よ う で あ る 。 こ れ に 関 し て興味深い 手紙が あ る 。 当
時 の 公教育 ・ 芸術省大 臣 ヴ ァ デ ィ ン ト ン William-He 町y Waddin gton か ら 万 博組織委員 長 ク ラ ン ツ あ
てた、 1 876年 1 2 月 28 日 付の以下の 内容の書簡で あ る ヘ

今 月 4 日 付 け の お 手紙 を 受 け取 り ま し た。 そ の 中 で あ な た は、 「 1 878年万博 の フ ラ ン ス と 外国 の
音楽作 品 の受入れ」 に 関 す る さ ま ざ ま な文書 をお伝え く ださっ た と 同時 に 、 エルネ ス ト ・ レ ピ ーヌ
氏の プ ロ ジ ェ ク ト を遂行す る た め に、 共同で活動 し よ う と 提案なさい ま し た。

組織委員長殿、 私 は あ な た と 同様に、 音楽が真の万国博覧会か ら 除外され る べき で は な い と 認 め
ま す。 そ し て、 個人的 に は、 高 い 次元の音楽的な試みを 支 え る こ と を光栄 に思 い ま す。

こ の 数年、 私的な発意 に よ っ て、 交響作品の演奏会が非常 に成功 を 収 め て い る こ と は、 こ の件の
著者が抱 い て い る希望 を 正 当 化す る も の だ と 思 え ます。 いずれ に し て も 、 こ のよ う に正当 で高潔な
イデーを熱心 に受け入れ る こ と は芸術行政のなすべ き こ と です。

不幸 に し て、 組織委員長殿、 あ な た がお持ち の予算では こ の展覧会 の企画 の か な り の 費用 を ま か
な う こ と は不可能で し ょ う 。 他方、 私の省 の予算 も 特別な費用 を ま か な う に は ほ と ん ど足 り ません。

そ こ で、 私は、 あ な た と 一緒 に 、 議会 に 対 し 、 こ の よ う に興味深い、 あ な た のすば ら し い プ ロ グ
ラ ム を 実現す る た め の 特別 な 予算 を つ け る こ と を提案する べ き だ と 思 い ま す。

こ の文面か ら 、 組織委員長の ク ラ ン ツ が、 レピーヌの計画 に非常に乗 り 気で、 芸術省大 臣 に 熱心 に
働 き か け て い た こ と がわ か る 。 芸術省大 臣は、 交響作品の コ ンサー ト が流行 し て い る こ と か ら 、 レ ピー
ヌの プ ロ ジ ェ ク ト の意義 を認めて い る も の の、 予算面で は消極的だっ た。

年が明 けて、 ト ロ カ デ ロ 宮の 建設 に 関 し て赤信号が と も っ た。 土台の工事が思 い の ほか難航 し 、 予
定 し て い た 金額 を は る か に超 え て し ま っ た の で あ る 。 し か も 、 国側 と パ リ 市 と の 聞で、 万博終了後の
ト ロ カ デ ロ 宮の扱い に つ い て話が ま と ま ら ず、 ト ロ カ デ ロ 宮の建設は一時棚上げ に な っ た。 よ う や く
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国 と パ リ 市 と の 合意がで き て か ら も 、 ホールへの オルガ ン設置 を め ぐ っ て騒ぎは続 い た。
ト ロ カ デ ロ 宮 の 建 設 に よ う や く ゴーサ ンイ ン が出た 1 877年 6 月 、 レ ピ ーヌは先 に触れた よ う に、 作

曲家協会の代表団 の 一員 と し て万博組織委員長 ク ラ ン ツ の も と を訪れた。 下話は こ の 時点です で に 済
ん で い た わ け で あ る 。 そ し て、 1 877年 8 月 3 日 、 ク ラ ン ツ の 「音楽展 audition musicale」 に 関 す る 報
告書が発表され、 「音楽展」 に 向 けた準備が本格的 に ス タ ー ト す る こ と に な っ た。

3. クランツの報告書一 「音楽展」開催の決定

1 877年 8 月 3 日 付の、 公教育 ・ 宗教 ・ 芸術省大 臣 に あ て た報告書の な か で ク ラ ン ツ は以下の趣旨 を
述べて い る九
• 1 878年万博では、 建築、 絵画、 彫刻、 版画 の展覧会が シ ャ ン ・ ド ・ マ ル ス の 美術宮で行なわ れ、

1 867年以降の優秀作品が展示される。 し か し 、 今 日 ま で、 音楽 に 関 し て は何 も行なわれて こ なか っ
た。 今 こ そ、 こ の 間隙を埋 め る と き で あ る 。

こ こ で、 67年万博の音楽展の総括が行なわれ、 そ の後今回の理念が述べ ら れ る 。
・ 今回 の 万博は、 ま ず、 作曲家 自 身 に 聞 か れ る べ き で あ る 。 彼 ら の才能 と天分のお かげで音楽作品

の創造があ る か ら だ。 し か し 、 演奏家な し に は、 作曲家の思想 は聴衆 に ま で届か な い。
・ 最後 に 、 それ ら の努力 は聴衆 の喝采を得 る た め 、 そ し て、 彼 ら に 音楽芸術が も た ら す健全で高尚

な楽 し み を与え る た め に なされ る 。
－ し た が っ て、 われわれは、 原則 と し て作曲家、 演奏家、 そ し て、 聴衆の利益に役立つ べ き で あ る 。

次 に 具体的な プ ラ ン が示され る 。
• 1 867年以降の優秀作品 を 委員会が選んで演奏する 。
－ 新作の演奏だけ に 限 る こ と にす る と 、 演奏家 に多大な負担を与え、 オル フ ェ オ ン な ど が参加す る

こ と が難 し く な る 。 し た がっ て、 若手のす ぐれた作曲家の演奏の ほか に、 さま ざ ま な ホールを使っ
た多様な コ ンサー ト を行な い、 演奏家の長所を 引 き 出す。

－ し た が っ て、 若手作曲家の作品 と 、 傑作 を含む プ ロ グ ラ ム を 作 る 。 傑作 と い う も の は古 く な る こ
と がな く 、 聴衆 も あ き な い か ら で あ る 。

・ 予算は25万 フ ラ ン を 計上する。 私見では、 それ を大体 3 等分 し、 新作の演奏、 オル フ ェ オ ン の フ エ
ス テ ィ ヴ、 ア ル と コ ン ク ー ル、 そ し て ブ ラ ス パ ン ド の コ ン ク ー ル と 軍楽隊の演奏 に 分 け た ら よ い の
ではな い か と 思 う 。
• 1 878年万 博 は 国 際的な催 し で あ る 。 「音楽展」 も フ ラ ン ス にだ け 限 る も の で は な い 。 ど の よ う な

手段で国際的な 「音楽展」 にす る の か、 委員会に考 え て も ら い た い。

そ し て、 ク ラ ン ツ は最後 に 次 の よ う な提案を行な う 。
1 . 万博の予算 （第 1 項 目 第 3 条） の う ち 25万 フ ラ ン を 音楽展 に 当 て る
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2 . そ の た め の委員会を 組織す る
以下、 委員の組織表が掲載されて い る 。 委員長 と し て はふた り 、 公教育 ・ 宗教 ・ 芸術省芸術部門監

督 フ ィ リ ッ プ ・ ド ・ シ ュ ヌ ヴ ィ エール侯爵そ し て、 学士院芸術 ア カ デ ミ ー会員 ・ パ リ 音楽院院長 ア ン
プ ロ ワ ー ズ ・ ト マ で あ る 。

一方、 行政側で 「音楽展J を 直接の管轄 し 、 予算の執行権 を握っ て い た の は外国セ ク シ ョ ン の 長 を
つ と め るべル ジ エ Georges Berger ( 1 834- 1 9 10） だっ た。 ベル ジ エ は フ ラ ン ス の行政官で後 に議員 と
な っ た 人物で、 鉱山学校 を 経て、 北部鉄道会社 に入社 し 、 そ の後、 ヨ ー ロ ッ パ各地で工業 と 芸術 を 学
んだ。 1 867年旧師 の ル ・ プ レ ー に 請われてパ リ 万博の組織 に か かわ り 、 以来、 万博の エキス パ ー ト と
し て活躍 し た。 1 878年パ リ 万博 に は外国セ ク シ ョ ンの局長をつ と め、 1 889年パ リ 万博で は組織委員長
の ひ と り と な っ た。

こ う し て、 万博組織委員長 ク ラ ン ツ の提案に し た がっ て、 つ い に 「音楽展」 委員会の活動が開始さ
れた。

4. 「音楽展」委員会の活動

1 877年 8 月 3 日 付の万博組織委員長 ク ラ ン ツ の報告は公教育 ・ 芸術省大 臣 の 賛 同 を得て、 8 月 1 6 日
か ら 「音楽展」 委員会が正式 に発足 し た。 半年後 の 1 878年 2 月 23 日 、 農業 ・ 商業省大臣の政令 に よ り 、
予算要求 どお り 25 万 フ ラ ン の 予算が下 り た が、 万博開幕は 5 月 1 日 に 迫 っ て い た。

「音楽展」 委員会の委員は上に挙げた シ ュ ヌ ヴ ィ エール侯爵 と ア ン ブ ロ ワ ー ズ ・ ト マ の ほか に 、 作
曲家 と し て は、 ド リ ー ブ、 デ ュ ボ ワ 、 グ ノ 一、 ギ ロ 一、 マスネ、 サ ン ＝ サー ンス な どが入 り 、 さ ら に、
オ ペ ラ 座の支配 人 で あ っ た ア ラ ン ズイヱ Halanzier， パ リ 音楽院演奏協会 の 指揮者 を つ と め ていた デ
ル ド ゥ ヴ ェ ー ズ Deldevez、 オ ル ガニス ト の ギルマ ン Guilmant な ど が名 を 連ね て い た。 前 回 の 万 博
の 「音楽展」 で書記 を つ と め た レピーヌは、 今回 は委員 と し て迎え ら れたへ

「音楽展」 委員会は発足 し た 1 877年 8 月 か ら 、 1 878年 8 月 末 ま で の 1 年間 に 、 実 に 66 回 の会議 を 聞
い た。 1 週間 に 1 , 2 回 の ペ ー ス で あ る 。 し か も そ の会議の ほか に、 さ ら に下部組織の会議が あ っ た。
「音楽展」 委員会は仕事 を 円 滑 に 進 め る た め 、 次の 6 つ の小委員会 を 組織 し 、 そ れぞれで討議 し た 結
果を上部の委員会 に上げて決定す る と い う 方式を と っ た の で あ る 。

第 l 小委員会 ： 管理 A曲ii凶回tion、 財政 Finances、 調整 Amenagements
第2小委員会 ： フ ラ ン ス の自 由 団体、 外国音楽の演奏
第 3 小委員会 ： オルガ ン
第 4 小委員会 ： 室 内楽
第 5 小委員会 ： オル フ ェ オ ン
第 6 小委員会 ： ミ ユ ジ ッ ク ・ ピ ト レ ス ク

国立古文書館 に は、 1 878年 1 月 25 日 の第33回か ら 、 同年 8 月 28 日 の第師団の最終会議 ま で の 「音楽
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展」 の手書き の 議事録が残されて い るへそ こ に は、 い か に試行錯誤の な か で 、 も の ご と が決 め ら れ
て い っ た か が記されて い る 。 演奏会の 曲 目 の選定 も 多数決で決め ら れ た が、 問 題 はそ の 出席者で あ る 。
こ の議事録 に は各委員 の 出欠が記されて い る が、 な か に 一度 も 出 席 し な か っ た マ ス ネの よ う な 作 曲 家
も い た。 書記のふた り に は 当初議決権が与え ら れて い な か っ たが、 あ ま り に 出 席者が少な い会議が あ っ
た か ら だろ う か、 途中か ら こ の ふた り に も 議決権が与え ら れて い る 。

曲 目 選定 に 関 し て、 一度却下された作品 も 、 次の委員会で別 の顔ぶれ に な る と 、 再度、 投票が行わ
れ復活す る と い う よ う な こ と も あ っ た。 ち なみ に こ う し た投票に よ る 決 め方は、 1900年万博 の 「音楽
展」 の 曲 目 選定で も 踏襲され る こ と に な っ た。

5. 「音楽展」蚕員会によるプラン変更

さて、 「音楽展」 委員会が決定 し た規則 は よ う や く 1878年 2 月 に発表された 。 そ の 一方、 同 じ 2 月
に 委員会は組織委員長 ク ラ ン ツ に 対 し て、 「音楽展」 の準備 の 報告書 を 出 し て い る 。 こ れ は ク ラ ン ツ
の原案に対す る 委員会 と し て の 回答で あ っ た川。

「音楽展」 委員会の プ ラ ン は、 ク ラ ン ツ の原案 と は、 か な り 異な っ た も の に な っ た。 ク ラ ン ツ が望
んだのは、 美術展 に な ら っ て 「1867年以後の作品j を プ ロ グ ラ ム に 入れ る こ と 、 そ し て、 そ れ と 同 時
に 「傑作」 も 演奏す る こ と だ っ た が、 「音楽展」 委員会は、 公式コ ンサー ト で は、 1830年か ら 1878年
ま で に作曲された 同時代の フ ラ ン ス の作品 を で き る だけ多 く プ ロ グ ラ ム に 入れ る 方針 を 明確 に し た。
ベル リ オーズや フ エ リ シ ア ン ・ ダ ヴ、イ ツ ド の よ う なす ぐれた作曲家の作品 を入れた い と い う 意向 だ っ
た。 し か し 、 あ く ま で も主眼は 「存命作曲家J の作品で あ り 、 し か も 、 そ の う ち の 一部 を 未発表 の 作
品 の演奏 に あ て る こ と に 決定 し た。 こ の方針が レピーヌ案 に 沿 っ た も の で あ っ た こ と は、 こ れ ま で に
見て き た と お り で あ る 。

さ ら に 、 外国作曲家の作品 も 一切排除された。 それぞれ の 国 がそ の 国 の作 品 の み を演 奏す る と い う
こ と が大原則 にされた の で あ る 。 し か し、 財政的 に は公式 コ ンサー ト に の み予算が使われ、 外国 の オー
ケ ス ト ラ に対 し て はホールの使用 料 を 無料 にす る と い う 以外 に は一切援助が行な わ れ な か っ た た め、
後述す る よ う に、 外国の参加 は き わ め て 限 ら れた も の に な り 、 委員会が意図 し た 目 的 は果 たせ な か っ
た。 公式報告書 に は、 「予算は 限 ら れ、 フ ラ ンス の作曲家の作品の レ パ ー ト リ ー は豊富だ、 っ た の で、
ほか の方法が と れ な か っ た」 と 記載されて い る ヘ

こ う し て、 公式コ ンサー ト の 内容が決定 し た。 メインは ト ロ カ デ ロ の大ホールで行わ れ る 10回のオー
ケ ス ト ラ の コ ンサー ト で あ る 。 オ ー ケ ス ト ラ は145人、 合唱は200人 （ う ち 女声90人） と い う お お がか
り な編成で あ る 。 指揮はエド ゥ ア ール ・ コ ロ ンヌに決定 し た。

ト ロ カ デ ロ の 小ホールでは、 室内楽の演奏会が聞かれ、 アルマ ン ゴー ・ ジ ャ カ ール弦楽四重奏団 な
ど 3 団体が演奏 に 当 た っ た。

さ ら に、 大ホールの新 し い オル ガ ン を 使 っ て16 回 の コ ンサー卜。 こ の 内訳は フ ラ ン ス 側の公式コ ン
サー ト と し て は10回、 そ れ に 外 国 の演奏家が 6 回 と い う も の だ、 っ た。

こ の ほか、 前 回 に な ら っ て、 合唱団や吹奏楽園、 金管合奏団 のイベ ン ト も 行わ れ た が、 オー ケ ス ト
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ラ ・ コ ンサー ト 、 室 内楽 コ ンサー ト 、 オルガ ン ・ コ ンサー ト の 3 つ の コ ンサー ト が 1 878年万博の 「音
楽展」 の主要部門 だっ た。

こ う し た 内容 に し た が っ て、 予算250,000 フ ラ ン は以下の よ う に配分された。

オ ー ケ ス ト ラ の 大 コ ンサー ト 1 8 1 ,270フ ラ ン
室内楽の コ ンサー ト 10,000 フ ラ ン
オ ル フ エ オ ン、 吹奏楽、 金管ア ンサ ン プル 35,000 フ ラ ン
オルガ ン演奏会 4,800 フ ラ ン
ミ ユ ジ ッ ク ・ ピ ト レ ス ク 3,000 フ ラ ン

こ れ も ク ラ ン ツ の原案 と は異な り 、 そ の大部分 を オー ケ ス ト ラ の 大 コ ンサー ト に 費やす と い う プ ラ
ン だ っ た。 し か も 、 公式 コ ンサー ト 以外の団体 に つ い ては、 フ ラ ン ス の 自 由団体 も 外 国 の団体 も 、 ト
ロ カ デ ロ 宮の ホールの使用 料は無料 に な る も のの、 そ の ほか の便宜は図 ら れな か っ た。 な お、 こ の う
ち オル ガ ン ・ コ ンサー ト の 内 容 と 意義、 そ し て、 ト ロ カ デ ロ 宮 に カ ヴ、 ア イエ ＝ コ ル の オル ガ ン が設置
された経緯 に つ い て はすで に 別 の 論文で扱っ た の で、 本論では主に 公式報告書 に基づいて、 オ ー ケ ス
ト ラ と 室 内楽の公式 コ ンサー ト 、 お よ び、 諸外国 の 「音楽展J への参加 に つ い て検討す る ヘ

6. オーケストラと室内楽のコンサート一一ー数々の困難

「音楽展」 全体の お よ そ7割以上の費用 を使っ て行われたオーケス ト ラ と室内楽の コ ンサー ト では、
近年の フ ラ ン ス人作曲 家 に 限定 し た プ ロ グ ラ ム を 組み、 未発表の作品 も と り あげる と い う ，思 い 切 っ た
試みが行われたわ け だが、 未発表作品の審査 に は、 学士院の 芸術 ア カ デ ミ ー の音楽部 門 の 6 名 の作 曲
家 と 、 応募 し た作 曲 家た ち が選 出 し た 10名 の意見 も と り い れ ら れた。 オ ー ケ ス ト ラ の作品 に つ い て は
10作以 内、 室内楽作品 に つ い て は7作以 内 と い う 制限が設け ら れ、 委員た ち の投票 に よ っ て、 採用さ
れ る 曲が決め ら れて い っ た。

未発表の作品 も 取 り 上げる こ と が発表され た の は、 1 878年 2 月 、 応募期 限は 3 月 1 5 日 に 定 め ら れ、
それか ら の審査で あ っ た。

1)オーケスト ラのコンサート

10回のオーケス ト ラ の コ ンサー ト は、 当初の予定では、 2 回だけ合唱を入れ る と い う 予定だ、っ たが、
結局は 9 回合唱が入 る 大 がか り な も の と な り 、 経費はふ く ら んだ。 し か も 、 オ ー ケ ス ト ラ に と っ て、
ふだん の レ パ ー ト リ ー に ほ と ん ど 入 っ て い な い作 品 を 数多 く 、 それ も 、 大人数で演奏す る と い う こ と
で、 さ ら に 経費がかさんだ。 指揮者の コ ロ ンヌは リ ハーサルを 5 回要求 し た の で あ る 。

し か も 、 演奏家た ち の募集 自 体、 簡単 に は進 ま な か っ た。 演奏か の募集は コ ロ ンヌ に任せ ら れたが、
オペ ラ 座の男性合唱団員は長い 間募集 に応 じ な か っ た。 さ ら に 、 独唱者 に 関 し ては、 オ ペ ラ 座や オ ペ
ラ ・ コ ミ ッ ク 座な ど、 国か ら 助成 を 受 けて い る 劇場はすべて、 所属 し て い る 歌手が ト ロ カ デ ロ 宮で歌
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う こ と を 許可 し な か っ た。 こ れは、 劇場側が ト ロ カ デ ロ 宮の ホ ー ルの劣悪な音響 の た め に歌手がの ど
を痛め る こ と を 恐れ た た め で あ っ た。

オ ー ケ ス ト ラ の 未発表 の作品 と し て選ばれた の は、 次 の I O作で あ る ヘ

1 . R de Boisde倍e ド ・ ボ ワ デ ッ フ ル ： Marche religieuse 宗教的行進 曲
2 .  L. Deffes ド ゥ フ ェ ： Ouvぽ旬re 佐iomphale 勝利の序曲
3 . L. Delahaye ド ラ エ ： Fragments de Daniel, oratorio オ ラ ト リ オ 「 ダニエルJ 抜粋
4 . 刀i. de Laj釘te ド ・ ラ ジ ャ ル ト ： Harmonie universe/le, double choeur 世界の ハ ー モ ニー （二重

合唱）
5 .  Des甘ibaud デス ト リ ボ ： ldylle et Danses de Satyres 牧歌 と サテ ュ ロ ス の ダンス
6 .  C. Franck フ ラ ン ク ： Fragments des Beatitudes, oratorio オ ラ ト リ オ 「至福J の抜粋
7 . L. Lacombe ラ コ ン ブ ： Fragments d'une Ode a Sapho サ ッ フ ォ ー賛歌
8 . A. Nibelle ニベル ： La Benediction de la Neva ネヴ ァ 河の祝福
9 . Paladilhe パ ラ デ ィ レ ： Andante et Scherzo de symphonie 交響曲 の 抜粋
10. H. Salomon サ ロ モン ： Le Reve d怖がnann 「ホ フ マンの夢」 抜粋

結論か ら 言 え ば、 こ の な か で見 る べ き作品はただひ と つ 、 セザール ・ フ ラ ン ク の オ ラ ト リ オ の抜粋
だけだっ た。 例 え ば、 2 回 目 の コ ンサー ト で初演されたデス ト リ ポ の作品 に つ い て は 「な ぜ、 委員会
は こ の 曲 を と り あげる I O 曲 の な か に 入れた のか理解 に 苦 し む」 と 委員会 自 体 の あ り 方が 問 わ れた凶。

6 月 6 日 か ら 聞 か れ た I O 回 の オー ケ ス ト ラ の コ ンサー ト で は、 合わせて66人の作曲家の作品 が と り
あげ ら れ、 そ の う ち 、 物故作曲家は 1 6人、 存命作曲家は50人だっ た。 そ の う ち 、 6 人の 作 曲 家 （ 5 人
が物故者、 1 人が存命作 曲 家） の み が 2 作 品 と り あげ ら れた。 し か し 、 フ ラ ンス 音 楽だけ、 そ れ も
「知 ら れて い な い」 曲 を 多 く 集 め た コ ンサー ト と い う こ と で は、 い か に 、 新 し い ホ ールが珍 し く と も 、
4,500席を満席 に す る こ と は難 し い。 席の値段 を 安 く 抑 え、 招待券 も 数多 く 出 し た に も か か わ ら ず、
平均で は3,000席 し か埋 ま ら な か っ た。 そ し て、 売 り 上げは 1 コ ンサー ト あ た り 、 5,000 フ ラ ン に と ど
ま っ た。

例 と し て、 第 9 回、 9 月 26 日 の コ ンサー ト の プ ロ グ ラ ム構成 を見て み よ う 。

L. Deffes デ フ ェ ： Ouverture 住iomphale 「 ロ ー マ の勝利J 序曲
Borgault・Ducoudray ブル ゴー ＝ デ ュ ク ド レ ー ： Fragment du Stabat Mater 「ス タ パ ト ・ マ ー テルJ抜粋
Marechal マ レ シ ャ ル ： Deux Fragments de la Nativite 「 ク リ ス マ ス J 抜粋
Herold エ ロ ー ル ： Ouverture de Missolonghi 「 ミ ッ ソ ロ ンギ」 序曲
A. Hignard イニ ヤ ール ： Fete musulmane 「イス ラ ム の 祭 り 」
L. -L. Delahaye ド ラ エ ： Fragment de Daniel, oratorio オ ラ ト リ オ 「 ダニエル」 抜粋
E. Boulanger プ ラ ン ジ ェ ： Ouverture de Don Quichotte 序曲 「 ド ン ・ キ ホ ー テ」 ．
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ル ヴ ュ ー ・ エ ・ ガゼ ッ ト ・ ミ ュ ジ カ ル誌の批評 に よ れ ば こ の 日 の コ ンサ ー ト は4,000 人 の 観客 を 集
め た と い う こ と で あ り 、 会場の 9 割がたが埋 ま っ た計算 に な る 。 し か し こ の コ ンサー ト で は、 ま っ た
く 異国風では な い と 評 さ れた イ ニ ヤ ー ルの作品 を は じ め 、 「傑作 を 明 ら か に す る に は至 ら な か っ た。
宗教作品が多す ぎ、 し か も 続 き す ぎる 」 と 辛 口 の コ メ ン ト で あ る酬。 抜粋ばか り 多 く 、 プ ロ グ ラ ム に
統一性がな く 、 魅 力 に 乏 し か っ た で あ ろ う こ と は一見 し てわか る 。

「 5 回でよ いか ら 、 よ く 組み立て ら れ、 抜粋でな く 、 い く つかの大作 を プ ロ グ ラ ム に載せて ほ し か っ
た」 と い う の が、 多額の 費用 を投 じ て行われた オーケス ト ラ の公式コ ンサー ト に対す る 反応だっ た回九
『 1 878年万博 中 の フ エ ス テ ィ ヴ ァ ル ・ ホ ー ル に お け る 音楽』 と い う 小冊子 を 著 し た エ デマ Amedee
Edema は公式 コ ンサー ト に対 し て、 さ ら に 手厳 し い評価 を く だ し て い る 。

フ ラ ン ス の作品の演奏 に 限 っ た、 管弦楽、 狙唱、 合唱 に よ る 公式の大 コ ンサー ト 1 0 回 は 政府が主
催 し た も の で あ る 。 実際的 に は こ の企ては成功 し た よ う に見え る 。 し か し 、 芸術面 に お い て は む し
ろ 凡庸で あ っ た。 第一、 なぜ、 こ の よ う に けち な除外 を す る の だ ？ （ · · ・ H ・ ） わ れわれは不可能な こ
と を 信 じ た の だ。 圏 内 で50以上 の作品を、 劇場で上演 さ れて い る レ パ ー ト リ ー 以外か ら 探す、 し か
も 、 2 , 3 の例外 を 除 い て、 ひ と り の作曲家に 1 作品 し か認めな い と なれば、 こ れは、 30年来 の 凡
庸な作 品 に 手 を つ け る し か、 実現 し ょ う がな い ではな い か刷。

こ う し て、 莫大な費用 を か け て 聞 かれた存命 中 の作曲家の作品 を 主 に し た オー ケ ス ト ラ の連続 コ ン
サー ト は終わ り 、 レ ピ ー ヌ の思い描い た壮大な実験 も 幕 を 閉 じ た。 し か し 、 こ う し た フ ラ ン ス 圏 内 の
存命作曲家の作品 を積極的 に演奏 し よ う とする試みは、 こ の万博コ ンサー ト の企画 自 体が導火線 と な っ
て、 ま さ に こ の 1 878年 に 国家の音楽政策 自 体の変化が起 こ っ た。 国 民議会 でオー ケ ス ト ラ 団体 に対す
る 補助金が可決 さ れた の で あ る 。 さ ら に 、 同 年 8 月 に は、 ア ン ト ナ ン ・ ブルー ス ト Antonin Proust 
か ら 「存命作曲家の交響お よ び合唱作品の定期演奏会」 の た め の 8 万 フ ラ ン の 助成 を 行 う 議案が議会
に 上 呈 さ れたが、 こ ち ら に つ い て は否決さ れた則。

2 ） 室内楽の コ ンサー ト
一方、 1 6 回 に わ た っ て 聞 かれた室内楽の コ ンサー ト で は、 6 1 人 の フ ラ ン ス の作曲家の作品が と り あ

げ ら れた。 そ の う ち 、 物故者は 1 6 人、 存命中 の作曲家は45人で、 そ の う ち 1 2 人 （物故者 5 人、 存命者
7 人） が二度 プ ロ グ ラ ム に 名 前が載せ ら れた。

例 え ば、 6 月 7 日 に 開 かれた第 1 回 の プ ロ グ ラ ム は次の よ う な 内容だっ た。

オ ン ス ロ ー ： 五重奏曲第四番
ラ ロ ： 1 0楽器の た め の ア ン ダ ン テ と ア レ グ レ ッ ト
ガルサ ン J. Gare泊 ： ヴ ィ オ ラ の た め の コ ン チ ェ ルテ ィ ー ノ （新作）
マ ス ネ ： 1 0楽器 の た め の主題 と変奏
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ルベール ： 三重奏 の た め のセ レ ナ ー ド

し か し 、 観客 の 入 り は 非 常 に 悪 く 、 平均 し て226席 し か 埋 ま ら ず、 チ ケ ッ ト の 売 り 上 げ も 1 回 の コ
ンサー ト に つ き 320 フ ラ ン に と ど ま っ た。 公式報告書では、 こ の 失敗 の 原 因 を 次 の よ う に 説 明す る 。
「 こ れ ら の コ ンサー ト は器楽作品 だ け を集めて い た た め、 そ の ま じ め な性格が万博会場 を 埋 め た 熱狂
的な群集を ひ き つ け ら れな か っ た。 おそ ら く 、 声楽を入れれば、 も っ と 成功 し た だ ろ う 。 会場 と な っ
た コ ン フ エ ラ ン ス ・ ホール の 少 々 冷た い様子や （……） エ レ ベ ー タ ー の工事が長 引 い た こ と 、 高 め の
チ ケ ッ ト と い う こ と も 付 け加えてお く 必要があ る 。 田吋

だが、 成功 し な か っ た 大 き な原因は、 プ ロ グ ラ ム 自 体の構成 に あ っ た。 室 内 楽 に 焦点 を あ て る と い
う 斬新な試みで あ り なが ら 、 今回、 唯一、 見 る べ き 作品 と し て評価 さ れた の は、 フ ォ ー レ の ヴ ァ イ オ
リ ン ・ ソ ナ タ イ 長調 だ け だ っ た。 「真 にす ぐれた 1 曲 を聴 く た め に 、 ほ か の 3 , 4 曲 の つ ま ら な い 曲
を聴かな け ればな ら な い」 と い う 批評がそ の 内容 を 示 し て い る 。 田端

3 ）オルガン ・コンサート の成功

オルガ ン を 使 っ た公式コ ンサー ト は全部で 1 5 回行なわれた。 オルガ ン ・ コ ンサー ト に つ い て は、 フ
ラ ン ス の作曲家 に 限 る と い う 曲 目 の 制限はなか っ た。 ホールの完成が遅れ た た め 、 オル ガ ン の 据 え 付
け も 繰 り 延べ に な り 、 第 1 回 の オルガ ン ・ コ ンサー ト が開 か れ た の は 8 月 7 日 の こ と だっ た が、 それ
以降 2 ヶ 月 に わ た っ て、 1 週 間 に 2 度、 午後 3 時か ら 、 フ ラ ンス 内外の 1 6 人 の オルガニス ト がそれぞ
れ 1 時 間 の プ ロ グ ラ ム を演奏 し た。

こ こ では詳述す る紙面の余裕がな い が、 オルガ ン ・ コ ンサー ト は、 オ ー ケ ス ト ラ や室内楽の公式コ
ンサー ト が不成功 に 終わ っ た の と は対照的 に、 桟敷席以外無料 と い う こ と も あ っ て、 多数の聴衆 を 集
め た。

7 . 諸外国の 「音楽展」への参加

すで に見た よ う に 、 組織委員長 ク ラ ン ツ の 原案では、 「音楽展J が真 に 国 際 的 な催 し に な る こ と が
め ざ さ れて い た。 第二下部委員会は各国 を以下の 9 つ の グルー プ に 分 け、 9 人 の代表者 を 通 じ て、 各
国 に 「音楽展」 へ の 参加 を 呼びか けた。

北米 ・ 南米
イ ギ リ ス
オース ト リ ア ＝ ハ ン ガ リ ー
ベルギー、 オ ラ ン ダ、 ス イ ス 、 ル ク セ ン ブル ク
ス ペイ ン、 ポル ト ガル、 ギ リ シ ャ
イ タ リ ア 、 モ ナ コ 、 サ ン ＝ マ ラ ン
ト ル コ 、 ペル シ ア 、 極東
ロ シ ア
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ス ウ ェ ー デ、 ン、 ノ ル ウ ェ 一、 デ ン マ ー ク

1 878年 1 月 、 「音楽展」 の た め の 各国 の代表者 を集め た会議が行われた。 代表者 を 出 し た の は、 イ
ギ リ ス 、 オース ト リ ア ＝ ハ ン ガ リ 一、 米国、 ス ペイ ン、 イ タ リ ア 、 ロ シ ア で あ り 、 ス ウ ェ ー デ、 ン ＝ ノ
ル ウ ェ 一、 デ ン マ ー ク 、 オ ラ ン ダ、 ポル ト ガル も 相次 い で代表者 を任命 し た。 し か し 、 フ ラ ン ス の
「音楽展」 委員会は外国 に 対 し て、 特典 と し てはホールの貸 し 出 し を 無 料 に す る に と ど め、 一切 の 責
任 を 負 わ な か っ た。 し か も 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ に つ い て は制限を課 し 、 それぞれ の 国 の作品だけ を演奏
す る よ う に要請 し 、 ほ か の 国 の作品が入 っ て い た場合 に は、 差 し 替え を求めた。 ま た、 日 に ち も 押 し
詰 ま り 、 財政的な援助がな い と あ っ て、 「音楽展J の参加 に は二 の 足 を 踏 む 国 が多か っ た。 ま た、 音
楽的に期待の大き い ド イ ツ が万博に参加 し な い こ と も 国際的な要素が薄 ま る 一 因 と な っ た。

結局、 諸外国 の 「音楽展」 への参加は公式報告書 に よ れ ば、 以下 の よ う に行われた。

A） イ ギ リ ス

イ ギ リ ス は皇太子の後援で、 イ ギ リ ス 音楽 を集めた 3 回 の特別 コ ンサー ト が行われた。 オ ー ケ ス ト
ラ の指揮は オ ペ レ ッ タ の作曲家 と し て有名なサ リ ヴ、 ァ ン A. Sullivan、 合唱 の指揮は レ ス リ ー H. Leslie 
が行っ た。 レ ス リ ー が率 い る 合唱団は外国合唱 団 の コ ン ク ール に も 出場 し た。 ま た、 オルガ ン の部で
は、 ス コ ッ ト ソ ン ＝ ク ラ ー ク が参加 し た。

B）オースト リ ア ＝ハンガ リ ー

オース ト リ ア ＝ ハ ン ガ リ ー帝国 に対 し て は 「音楽展J への参加 に 大 き な期待が寄せ ら れて い た が、
最終的 にはハ ン ガ リ ー音楽の コ ンサー ト と 、 ジ プ シー楽団の公演、 そ し て 4 回 の チ ロ ル音楽の コ ンサー
ト の み開催さ れた。 公式報告書は、 こ の よ う な状況はオース ト リ ア ＝ ハ ン ガ リ 一政府が 同 国 の音楽家
に 補助 金 を 出 さ な か っ た た め だ と 分析 し 、 「 こ う し た 公演は興味深 い も の で は あ っ た が、 オ ー ス ト リ
ア ＝ ハ ン ガ リ ー に ふ さ わ し い も の ではなか っ た」 と 述べて い る xへ

C） ベルギー

オルガ ン ・ コ ンサー ト へ の オルガニス ト の参加 と 合唱 団体 の オル フ ェ オ ンへの参加 の み。
ベルギー の 「音楽展」 代表、 ブ リ ュ ッ セ ル音楽院教授 J . デ、 ユ ポ ン は 、 ベルギー音楽の 大 き な コ ン

サー ト を企画 し た が、 ベルギー 政府か ら の助成金がお り ず、 断念 し た。

D） スイ ス

オルガニス ト の参加 の み。

E） スペ イ ン

民族音楽の コ ンサー ト が 2 回行なわれた のみ。
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1 00名以上の編成 の マ ド リ ッ ド の交響楽団が 7 月 に訪れて、 3 回 の コ ンサー ト を 聞 く 予定 だ っ た が、
後 に キ ャ ン セ ル さ れたへ

F） ア メリカ

ア メ リ カ 合衆 国 はニ ュ ー ヨ ー ク か ら 60人の フ ル編成の オーケス ト ラ と 2 人 の 女性歌手 を 派遣 し た。
指揮は作曲家の ジルモ ア Gilmore が行 っ た。 彼 ら はイ ギ リ ス 、 オ ラ ン ダ、 ベルギー を 歴訪 し た後、
パ リ に 入 り 、 7 月 4 日 に ト ロ カ デ ロ 宮で ア メ リ カ 独立 1 02屑年記念 コ ンサー ト を 行 っ た。 引 き 続 き 2
回 の コ ンサー ト が行なわれた。

G） イ タリア

イ タ リ ア は、 も っ と も 積極的 ・ 多角 的 に 「音楽展J に参加 し た 国 だ っ た。 ま ず、 ミ ラ ノ の ス カ ラ 座
歌劇場管弦楽 団 を 派遣 し 、 フ ラ ン コ ＝ フ ァ ッ チ オ Franco-Faccio の指揮で 5 回 の コ ンサー ト を 開 い た。
( 6 月 1 9,22,25,29 日 、 お よ び 7 月 2 日 ） 。 ス カ ラ 座管弦楽 団 は9 1 名 の 弦楽器 と 22 名 の 管 ・ 打楽器か ら な
り 、 イ タ リ ア の作曲家の作品 を 数多 く と り あ げ、 大 き な 関 心 を 呼 ん だ。

マ ス ネ が リ コ ルデ ィ に宛てた手紙 に よ れ ば、 彼は 6 月 29 日 の ト ロ カ デ ロ の ス カ ラ 座管弦楽団 の コ ン
サー ト に 行 っ た と い う 。 マ ス ネ は こ の コ ンサー ト が 「非常 に 成功 し 、 1 2 000 フ ラ ン の 売 り 上 げが あ っ
た と い う こ と です。 一方、 フ ラ ン ス 側の コ ンサー ト は3,000 フ ラ ン 集 め れ ばよ い 方 な の に」 と 述べ て
い る 。 xxxi

ま た、 ト リ ノ か ら は ト リ ノ 民衆音楽協会が訪れ、 4 回 の演奏会 を 聞 い た。 （ 6 月 6,9, 1 1 , 1 4 日 ） 。 こ の
オ ー ケ ス ト ラ は 1 40人か ら な り 、 指揮は カ ル ロ ・ ペ ド ロ ッ テ ィ Carlo Pedrotti が行 っ た。

さ ら に 、 室 内 楽 で は 、 ロ ー マ 四 重 奏 団 が コ ン サ ー ト を 聞 き 、 さ ら に 、 ベ ル ト ゥ ッ チ Cons加tin
Bertucci に よ る ロ ー マ の音楽 の演奏会や、 ナ ポ リ の マ ン ド リ ン 奏 者 シ ル ヴ エ ス ト リ Silves回 に よ る
演奏会 も 行われた。

H）オラン ダ

ア ム ス テル ダム の Palais de l’Indus住ie 管弦楽団が早 い 時期 に 訪れ、 ケ ー ネ ン Coenen の 指揮 で 3
回 の コ ンサー ト を 聞 き オ ラ ン ダ の 近代音楽 を演奏 し た が、 PR不足 の た め 、 成功 し な か っ た 。 ま た 、
オ ラ ン ダか ら は オル フ ェ オ ン の コ ン ク ー ル に 合唱団が派遣 さ れた。 オルガ ン ・ コ ンサー ト に は、 デ －
ラ ン ヘが参加 し た。

I ) ロ シ ア

万博オー ケ ス ト ラ を使用 し た ロ シ ア 音楽の コ ンサー ト が聞 かれ、 大 き な反響 を 呼 ん だ。 こ れは モ ス
ク ワ 音楽院院長、 ニ コ ラ ス ・ ル ピ ン シ ティ ン の仲介 に よ り 、 コ ン ス タ ン テ ィ ン大公夫 人 の 後援で行わ
れた も の で、 フ ラ ン ス で は あ ま り 知 ら れて い な い ロ シ ア の若 い 作 曲 家 た ち の 作 品 が演奏 さ れた。 コ ン
サー ト は 9 月 9 目 、 1 4 日 、 2 1 日 、 27 日 に行われた。
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オ ー ケ ス ト ラ は 1 50人、 合唱 1 70人 （ う ち 40人の児童合唱） 、 そ し て独唱者、 独奏 者 に よ り 、 オ ペ ラ
の抜粋、 宗教歌、 国民的バ ラ ー ド な ど多様な プ ロ グ ラ ム が演奏 さ れた。

ま た、 「 ク ルス ク の う ぐいすた ち 」 と い う 名 前 の ツ ィ ガー ヌ の一行30名 も 6 月 1 2 日 に コ ン フ ェ ラ ン
ス ・ ホールで演奏 を 行 っ た。

J ） スウ ェーデン ＝ ノ ル ウ ェー

ス ウ ェ ー デ ン ＝ ノ ル ウ ェ ー は 「音楽展J の代表者 に 作 曲 家ホルス ト レ ー ム Hallstome を 据 え 、 充
実 し た コ ンサー ト を 聞 い た。 ノ ル ウ ェ ー音楽に つ い て は、 コ ン ラ ー デ ィ Johan Gott出ed Conradi に
よ る フ ラ ン ス 語 の 著 書 『 ノ ル ウ ェ ー 音 楽 史 要 諦 お よ び 1 878 年 パ リ 万 博 に お け る 現 状 Resume de 

l’'histoire de la musique en Norvege et co叩 d’oeil sur son etat actuel dans l’exposition universe/le de 

Paris en 1 878 』 が刊行 さ れた日制。
一方、 コ ンサー ト に つ い て は、 最初の演奏会が 7 月 24 日 、 ま ず室内楽の夕べが フ ラ ン ス の音楽家の

協力 を得て、 コ ン フ エ ラ ン ス ・ ホールで行われ、 グ リ ー グ の ヴ ァ イ オ リ ン ソ ナ タ ト 長調やス ヴ ェ ン ソ
ン の 八重奏曲が注 目 さ れた。 7 月 27 日 に は、 ス ウ ェ ー デ ン の ウ プサ ラ 大学 と ノ ル ウ ェ ー の ク リ ス チ ャ
ニ ア 大学の合 同学生合唱団が ト ロ カ デ ロ の大ホールで コ ンサー ト を 聞 き、 ト ロ カ デ ロ 宮で 開 かれた数々
の コ ンサー ト の 中 で も 白 眉 の 演 奏 を 聞かせた，..，.；；～ 8 月 2 日 に も 演奏会が聞 か れた。 美 し い 声 、 正確
さ 、 ニ ュ ア ン ス の完壁 さ 、 完全な ア ンサ ン プルな どが高 く 評価 さ れた。 民謡、 宗教歌、 愛国的な歌な
ど が演奏 さ れた。

公式報告書では、 ス カ ン ジ ナ ヴ ィ ア では青年の教育に音楽が大 き な位置 を 占 め て い る こ と が理解 さ
れた こ と 、 そ し て こ れは各国 に も 適用 で き る のでは な い か と 述べ ら れて い る 。

K） デン マーク

当 初 、 フ ラ ン ス の 公式オー ケ ス ト ラ を 使 っ て、 デ ン マ ー ク 音楽 の コ ンサー ト を催す予定だっ た間W
が、 中 止 さ れた。

L）オラン ダ

い く つ か の合唱団 と オー ケ ス ト ラ がパ リ を訪れて コ ン ク ールに参加す る 予定だっ た が，..，..、 中 止 さ れ
た。

なお、 「音楽展J 委員会は、 数回の東洋音楽 musique orientale の コ ンサー ト を 行 い た い と 考 え て い
た が、 そ の試みは実 を結ばな か っ た と 報告書に書かれて い る が、 詳細は不明 で あ る 幽九

8. まとめ

1 878年 の 「音楽展J は公式 コ ンサー ト に多 く の予算 を 割 き 、 と り わ け、 オ ー ケ ス ト ラ と 室内楽の コ
ンサー ト で は 1 9世紀の フ ラ ン ス 音楽のみ に 曲 目 を 限定す る こ と に よ り 、 ナ シ ョ ナ リ ズム の色彩 の 強 い
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イ ベ ン ト と な っ た。
公式報告書 に よ れば、 「音楽展J は会計面では以下の よ う な決算 と な っ た。

予算総額 ： 25万 フ ラ ン
オ ー ケ ス ト ラ ・ 室内 楽 ・ オルガ ン の コ ンサー ト の 出費 ： 206,050 フ ラ ン45

オル フ ェ オ ン、 吹奏楽 ： 29,297 フ ラ ン95

1 878年パ リ 万博音楽展

計235,348 フ ラ ン40で予算内 に 収 ま っ た。
一方、 コ ンサー ト の 入場料収入は65,20 l フ ラ ン40
差額分は 1 70, 1 47 フ ラ ン で、 こ れが 「音楽展J へ の 出 費額 と な っ た。

つ ま り 、 こ の決算報告で見 る 限 り 、 オーケス ト ラ の コ ンサー ト の 費用 が超過 し た 分、 オ ル フ ェ オ ン
関係で節減 の 努 力 が行われた よ う で あ る 。 こ の よ う な努 力 が認め ら れた か ら だ ろ う か、 万博終了後、
「音楽展J 関係で レ ジオ ン ・ ド ヌ ール賞が授与さ れた の は、 20年以上の 努 力 が認め ら れたエルネス ト ・
レ ピ ー ヌ の ほか に、 オ ル フ ェ オ ン の イ ベ ン ト の 委員長だっ た ロ ラ ン ・ ド ・ リ レ だ、っ た。

1878 年 の 「音楽展J で確立 し た 、 オルガ ン ・ コ ンサー ト 以外 の 公 式 コ ン サ ー ト に お い て 、 曲 目 を
「 フ ラ ン ス 音 楽 に 限定す る 」 と い う 原則は、 こ の後 の 1 889年 と 1 900年 の パ リ 万 博 の音楽展で も 引 き 継
がれ、 フ ラ ン ス 音楽 の 「伝統の創出」 に 大 き な影響 を 与 え る こ と に な っ た の で あ る 。

註

ー こ の調査は平成 13年度科学研究 費補助金 （基盤研究 B ( l ）） 「 日 本音楽 ・ 芸能を め ぐ る 異文化接触 メ カ ニ ズム の研究 1 900年

パ リ 万博前後 に お け る 東西の視線の相互変容一一J に よ る研究の一環 と し て行 っ た も ので あ る。 なお、 1 878年万博以降、 『音楽

展」 に対 し ては Exposition に代わ っ て Auditions musicales と い う 語が使われ る よ う に な っ たが、 本稿で は 「音楽展」 と い う 語

で統一 し て い る 。

' 鹿島 茂 「パ リ 博物館施工②」 『建築の技術』 彰国社、 1 995 p. 1 350 

直 Georges Berger, Les Expositions umversel/es internatzonals （／，四r p回se, /eur role actuel, /eur 即emr) , Paris, A. Rousseau, 1 902, 

p. 54. 

恥 1 878年万博の概略は、 井上さ っ き 『パ リ 万博音楽案内』、 音楽之友社、 1998年、 第 3 章 を 参照 さ れ た い。

v ト ロ カ デ ロ 宮へ の オ ル ガ ン設置問題およ び1 878年パ リ 万博のオル ガ ン ・ コ ンサー ト に つ い て は、 以下の拙稿を参照 さ れた い。

井 上 さ っ き 「 ト ロ カ デ ロ 宮 と フ ラ ン ス オルガ ン音楽」 『モ ー ツ ァ ルテ ィ ア ー ナ一一海老海敏先 生古希記念論文集』 東京書籍、

200 1 年、 pp.25 1-259， 井 上 さ っ き 「 フ エ ス テ ィ ヴ ァ ルホールの オルガ ン 近代 フ ラ ン ス 音楽 の 転換点 j 『転換期 の音楽』

音楽之友社、 2002年、 pp.26 1 270。

” AN  Fl 2/3486-3489 Section de l'art musical 

6 Le Menestrel, le 7 juin 1 874, pp.2 1 1-2 1 2 お よ び le 1 4 juin, pp.22 1 -222. 

場 井上 さ っ き 「1 867年パ リ 万博音楽展一一音楽部門が芸術展示に加え ら れ る ま で一一」 『愛知県立芸術大学紀要 No.32』 、 2003年、

pp. 3 - 1 6 を 参照 さ れた い。

u 井上 さ っ き 「共和国 と 音楽」 『エ ク ス ム ジ カ 』 プ レ 創刊号、 2000、 pp.65-75,

' La R目'lie et zιette musicale de Paris, le 10  juin 1877, Le Journal de Musique, le 1 6 juin 1 877. 
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" AN F l2/3487 こ の プ ロ ジ ェ ク ト に つ いては、 1 876年1 1 月 27 日 付の 「 フ ィ ガ ロ J 紙に、 こ れが実現す る か の よ う な記事が誤っ て

掲載さ れた。 その切抜 き も 『音楽展J 関係の文書のなかに保管 さ れて い る 。

'" AN F l2/ l  1 907 

副 1 905年の政教分離以前は、 一般に 『公教育 ・ 宗教 ・ 芸術省J だっ たが、 当時大臣だっ た ヴ ァ デ ィ ン ト ン はイ ギ リ ス 系 フ ラ ン ス

人 で プ ロ テス タ ン ト だっ たため に公教育 ・ 芸術大 胆だけ を務めた。

附 AN Fl 2/3488 

• Le Journal qがciel に掲載 さ れた も のが、 音楽誌に転載 さ れ て い る 。 例 え ば、 La Revue el gaze／陪 musicale de Paris, le 19 aout 

1 877. 

’ 委員会22名 は以下の通 り ： Marquis d’＇Aoust, de Beauplan, Bourgault-Ducoudray, Jules Cohen, Comu, Deldevez, Leo Delibes, 

Duboit, Gounod, Guilmant, Guir剖d, Hal副理ier, Joncieres, L出四回． Laurent de Rille, L喧pine, Massenet, Membr白． Comte 

d’Osmond, Saint-Saens, Vaucorbil, Wekerlin. 書記は 2 名 で、 D田 Chapelles, Armand Gouzien. 

"" F l 2/3677 

""' Le Journal officiel に掲載 さ れた も のが、 音楽誌に転載さ れて い る。 例 え ば、 Le Menes/re/, le 24 fevrier 1 878. 

·•· Rapport general sur l’'Exposition de 1878 a Paris (p町 Jean Baptiste Krantz) . 2 vols, Paris. Imprimerie nationale, 1 8 8 1 ,  Tome 

I, p. 604. （以下 Rapport general 1878と 略記）

u 注 v 参照 の こ と。 公式報告書 Rapport general 1 878 Tome I pp.593-622. 

』 La Revue el gaze/le musicale de Paris, le 2 juin 1 878. 

"' La Revue el gazelle musicale de Paris, le 23 juin 1 878. 

m’ La Revue el gazelle musicale de Paris, le 29 septembre 1 878. 

"" La Revue et gazelle musicale de Paris, le 20 octobre 1 878. 

"' Amedee Edema, La m山勾ue a la sal/e des fete pendant l’'Exposition Universe/le de 1 878, P町is, Pa旬y, p. 1 8. 

"'' La Revue et gazelle musicale de Paris, le 18 aoilt 1878. Le Journal officiel, le 28 novembre 1 878. 

"'" Rapport general 1878 Tome I ,  p.6 1 0. 

"'"' La Revue et gazelle musicale de Paris, le 20 octobre 1 878. 

"'' Rapport general 1878 Tome I, p.6 1 6 .  

削 La R目引e e l  gazelle musicale de Paris, l e  2 8  avril 1 878. 

"" Demar Irvine, Massenet, A Chronicle of His L砕 and Tim回. Portland, Oregon, Amadeus Press, 1 997,pp. l 02-1 03. 

u•ii Harald Herrethal et Ladislav Reznicek, Rhapodie norvegienne, 1，出 musicien norveg’en en France au temp de Grieg, 1 994, Caen, 

Prese Univeritaire de Caen p. l 05 

山田 Rapport general 1878 に は ウ プサ ラ 大学だけが記載 さ れ て い る が、 こ れ は あや ま り ．

M抑 La R自制e el gazelle musicale de Paris, le 28 avril 1 878. 

"" Id. 

' Rapport general 1878 Tome I ,  p. 6 1 8, 

-34 


